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東南アジア ・オセアニアにおける諸民族文化のデー タベース の作成 と分析

船  1700

須 藤 健 一*

1, は じめ に

2.い か だ,く り船

3.カ ヌ ーの複 合 地 域:ス ラウ ェシ島

 1.は じ め に

 船 に関す る小項 目の存在が確認 されてい る民族例数は,い か だ(1701)が44例,く

り船(1702)が68例,シ ングルアウ トリガー ・カ ヌー(1703)が67例,ダ ブルア ウ ト

リガー ・カヌー(1704)が18例,ダ ブル ・カ ヌー(1705)が21例,ゴ ンドラ型構造船

(1706)が11例,樹 皮船(1707)が5例,家 船(1708)が9例,そ して帆の利用(1709)

が63例 で あ る。東南 アジァ島嗅部 か らオセアニアの船の分布 に関 しては,1920年 代 か

らバ ッドン(Haddon, A.c.)と ホ ーネル(Hornell, J.)に よ って明 らかに されて き

ている[HADDoN l937;HoRNELL 1920;1936;1946]。2人 の研究 は,船 の なか

で もア ウ トリガー ・力 女一とダ ブル ・カヌーを中心 に した ものであ る。

 バ ッ ドンとホーネルの研究成果によると,シ ングル アウ トリガー ・カヌー,ダ ブル

アウ トリガー ・カヌー,そ してダ ブル ・カ ヌーは,地 域 的に特徴 的な分布 を示す。

 ダ ブルア ウ トリガー ・カ ヌーは,イ ン ドネ シァの島嗅部 を中心 に,北 は フィ リピン,

東 は西 イ リア ン西部をかすめて トレス海峡諸島,西 はマダ ガス カル島に分布す る。

 シ ングルア ウ トリガー ・カ ヌーは ミクロネ シア とポ リネ シアの全域 とニ ューギニア

南西部を除 くメ ラネシア,イ ン ドネ シアのニアス島,メ ンタウエー諸 島,イ ンド洋の

ニ コバル,ア ンダマ ン諸島か ら西進 し,ス リランカ,イ ン ド南部をへて,マ ダガス カ

ルにいた る地域 に 分布 する。 この カヌーの 分布 は,オ ース トロネ シァ語族の地域 を

おお う形で展開す る。最近の ドー ラン(Doran, E.Jr.)の 研究 では,イ ン ドネ シアの

い くつかの民族 とフ ィリピンのル ソン島に も存在す る(し た)こ と が 判明 して い る

[DoRAN l981:78]。
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 ダ ブル ・カヌーは,ポ リネシア全域 とメラネ シア東部(フ ィジー諸島 とニューカレ

ドニア)お よび ミクロネ シアの トラック諸 島 とい った地域に集 中す る。ただ し,バ ッ

ドンとホーネルは トラ ックにダブル ・カヌーが存在 する ことを,今 世紀初頭に ドイツ

の ティ レニ ウス(Thilenius, G.)を 中心 と して ミクロネ シアの島 じまを調査 した,ハ

ンブルグ探検隊の報告書 の イラス ト図に基づいて指摘 してい る。 その図のダブル ・カ

ヌーは,た しかに カヌーの船 体を二つつ なぎあわせたものであ るが,模 型であ る。私

の調査によると,そ れ は,ダ ブル ・カヌーと して実際の航海 に使用された ものではな

く,祖 霊を勧請す るた あに,家 の棟木か らつ るす供 物をそなえ る台であ ることがわか

った。つま り,供 物台の飾 りにカヌーの船体を もちいたにすぎない。 したが って,ト

ラ ックにダブル ・カヌーが過去 に も現在に も存在 したという証拠 はない。また,ほ か

の ミクロネ シアの 島 じまで もダ ブル ・カヌーが使用 されたとい う痕跡 はない。

 ドー ランは,ホ ーネルの ポ リネ シア偏重の分布 にたい し,考 古学資料や古文献 の記

述を手がか りに,ダ ブル ・カ ヌーがメ ラネシアの ソロモ ン諸島,ニ ューギニアの南東

部,イ ン ドネ シアの ジャワ,ス ラウェ シ島か ら,メ コン川,黄 河,揚 子江のア ジア大

陸の大河流域 にも存在 した ことを例示 してい る(図1)[DORAN 1981:40]。 ドーラ

ンはダブル ・カ ヌーがイ ン ドネ シアに も存在す る点を重視 し,ダ ブル ・カヌーが メ ラ

ネ シア,ポ リネシアで特殊発展 したとい う従来 の見方 に異議を唱え,ア ジァ大 陸から

イン ドネ シァ島喚,メ ラネ シアを経てポ リネシアへ と連続 するとい う仮説を提示 して

図1 ダ ブ ル ・カ ヌー の 分布

   [DORAN 1981:77]に よ る
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いる。そ して船 の発展史について も,い かだ→ くり船→ダ ブル ・カヌー→ シングル ァ

ウ トリガー・カヌー→ダブルアウ トリガー・カヌーとい う展開を示唆 している[DORAN

l981:76-80]o

 以 上 で述べたよ うにアウ トリガー ・カヌーとダ ブル ・カヌーの東南 アジァ ・オセァ

ニァ地域 にみ られ る分布 は,前 記の3人 の研究者 によって,詳 細 に判明 している。 し

たが って,本 研究の結果 によって,そ れ らの分布 についての新 しい知見を うる可能性

は,き わ めて限定 されることになろ う。

 2. し、カ》tご, く り 船

 い かだ(1701)と くり船(1702)の 分布 についてまず検討 してみ よう。いかだ と く

り船の分布 に関 して も,す でに,ド ー ランの研究があり,か な りのことが明 らかにな

ってい る(図2,図3)。 本 研究 の結果によ る,い かだ とくり船 の分布の様態 は,図4

と図5に 示 して おいた。まず,図2,図3と 図4,図5と を比較 して みると,つ ぎの

2点 を指摘で きる。

 1)い か だの分布 においては,本 研究の結果,ア ッサ ム ・ビル マ,マ レー半島,ボ

ル ネオ,中 国南部で,図1に 存在 しない10民 族がいかだを保有 してい ることが明 らか

にな った。と くに,マ レー半島の採集 ・狩猟 民,SemangとSenoiが いかだを使用

図2 い かだ の 分布

   [DoRAN l981:75]に よ る
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図3 く り船(ア ウ ト リガ ー な し)の 分 布

  [DoRAN l981:75]に よる

してい る点が注 目され る(図4)。

 2)く り船の分布に関 しては,ド ー ランの研究成果の方が広地域 で多民族が くり船

を保有 していることを示 している。ただ し,本 研究(図5)で は,ボ ル ネオのKelabit

とLand Dayak, Sumbanese, Aru島 民,中 国南西部のPai, White Tai, Monの あ

いだで,く り船の存在 が新 たに確認 されている。

 つ ぎに小項 目の相関性をみることに しよ う。 この地域で いかだ(170Dと く り船

(1702)の 両方 を もつ 民族 は17で,全 地域に散発 的に分布す る。Burmese, Vietna-

mese, cambodian, Jaraiの 大 陸部に住 む4民 族 は,'い ず れ も河川 でそれ らを利用 し

て いる。 くり船 とシングル アウ トリガー ・カヌー(1703)の 組 みあわせをみると,双

方 を共有す るのは13民 族,く り船 とダ ブル ァウ トリガー ・カヌー(1704)を 共 有す る

の は11民 族であ る。 シングル アウ トリガーとダブルア ウ トリガーの カヌーが併存す る

の は10民 族で,イ ン ドネ シアに5,ニ ューギ ニァに3と,不 思議な ことにポ リネ シァ

のUveaとEasterで あ る。 そ して,シ ングル アウ トリガー ・カヌーとダブル ・カヌ

ーを もつ民族は19例 あ り
,そ のなかにBugisとMakassareseが ふ くまれる。外洋航

海の推進力 と して不可欠 な帆の使 用について は,ダ ブル ・カヌーとの結びつ きが もと

も強 く,90%の 割 合 を しめす。以下,シ ングル アウ トリガー ・カヌーと家船の67%,

ダ ブル アウ トリガー ・カヌーの61%と つづ く。いかだ と くり船 においては30%に も満

たない。
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図4 本研究の成果によるいかだの分布
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図5 本研究の成果によるくり船の分布
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3.カ ヌーの複 合 地 域 ス ラウ ェシ島

 最 後 に,三 つの項 目間の相関関係 についてみることに しよ う。 くり船,シ ングル,

ダ ブルのアウ トリガー ・カヌーを もつ民族数 は,Eastern Tora(勀a, Bugis, Makassa-

rese, Central Ceram, Kiwai, Waropenの 六 つである。 そ して,シ ングル,ダ ブル

のア ウ トリガー ・カ ヌーとダ ブル ・カヌーの3項 目を もつのは,Bugis, Makassarese,

Uvea, Easterの4民 族 である。

 以 上のことか らつぎの3点 を指摘 で きる。

 1)い か だと くり船 は,大 陸部 と島填部に またが って存在す るが,帆 との相関が弱

  い ことから,河 川 や海岸部での諸 活動に主 と して使 用され る。

 2)ア ウ トリガー ・カヌー は,島 嬢部 のみに存在 し,大 陸部 には欠如す る。た だ,

  ポ リネ シアの西端に位置するUveaと 東 端 のEasterと の2島 にダ ブル アウ トリ

  ガ ー ・カヌーが存在す ることをどの ように解釈すればよいか,理 解に苦 しむ とこ

  ろであ る。

 3)Makassarese, Bugisは,く り船,シ ングノレアウ トリガー ・カヌー,ダ ブル アウ

  ト リガー ・カヌーとダブル ・カヌーの4項 目を保有す る。 また,Eastern Tora-

  djaも くり船,シ ングル とダブル のアウ トリガー ・カヌーの3項 目を もって いる。

 こ こで注 目され るのは,ス ラウェシ島の上記3民 族 は,そ の ほかに も多 くの項 目を

もってい ることであ る。BugisとMakassareseに は船 の項 目と してあげた9項 目の

うち樹皮船をのぞ く8項 目が存在す る。 また,Eastern Toradjaも いか だ,ダ ブル ・

カヌー,ゴ ン ドラ型構造船,樹 皮船 をの ぞ く5項 目をもってい る。ス ラウェシ島北部

の ポソ湖周辺 に住むEastern Toradjaが3種 類の船 と帆 もあわせ もち,同 島の南西

部,パ ポロ周辺のBugisやMakassareseの あ いだではすべてのタ ィフ。の木造船を も

ち,か つ くり船を3～4本 つないだ 船 が使 用 され ていた と報告 されてい る[DORAN

l981:77-96(原 典;Great Britain Admilalty 1944:82), NooTEMBooM l932:

112]。 この複数の船体 を横木で連結する船 は,ダ ブル ・カヌーの亜種 とみなせ よう。

この ことか ら,海 岸部に住 むBugisとMakassarese,湖 沼 地域に住むEastem Tora-

djaな ど が保有す る(し た)船 の種類 をみると,ス ラウェシ島には,く り船,ア ウ ト

リガー ・カ ヌー,ダ ブル ・カ ヌーが存在す ることが明 らかにな る。 したが って,く り

船,2種 類 のアウ トリガー ・カヌーとダ ブル ・カヌーが併存す る(し た)ス ラウェシ

島は,船 の分布,船 の発達 史,船 の伝播 などを研究するうえで,重 要な位置を しめ る

ことを指摘で きる。
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